






総人口の 4 分の 1 以上が高齢者という超高齢社
会を迎えている。今後も毎年多くの者が高齢者
の仲間入りをしていき，2036年には高齢化率が
















































































































































































































































女性 3 名であった。また，無回答は 5 名（男性















































項目内容 F1 F2 F3 F4
第 1 因子：嗜好重視（α= .82）
LS5 衣服にかけるお金の割合は多い方だと思う .70 .23 .17 .17
LS3 衣服は多少高くても，いいものを長く使うようにしている .65 .15 .12 .23
LS4 衣服は自分の個性を出す大切な手段だと思う .64 .09 .22 .08
LS2 流行のものには，敏感であると思う .62 .22 .13 .22
LS8 高くてもおいしいものを食べるようにしている .61 .15 .17 .29
LS11 インテリアには気を使う方である .59 .19 .21 .18
LS36 自分の持ち物にはこだわりがある .58 .15 .24 .16
LS1 着るものはどちらかといえば地味好みである（逆転項目） .46 .09 .12 .06
第 2 因子：地域参加（α= .88）
LS35 地域の人々に貢献する社会活動に参加している .22 .88 .29 .29
LS31 地域の行事には積極的に参加している .19 .83 .32 .27
LS34 町内会や自治会の活動に協力している .17 .80 .32 .27
LS32 地域ではリーダー役として活動している .27 .74 .21 .37
第 3 因子：健康志向（α= .76）
LS28 健康のために身体を動かすようにしている .24 .29 .78 .17
LS26 健康を保つために努力する .25 .23 .70 .15
LS18 身体を動かすことが好き .15 .25 .65 .28
LS19 自然に接することが好き .05 .18 .51 .19
LS7 食事は栄養や自分の健康を考えて選んでいる .33 .19 .47 .06
第 4 因子：余暇志向（α= .73）
LS22 休日には，温泉に行く .18 .25 .21 .78
LS24 休日には，アウトドアを楽しんでいる .21 .33 .36 .65
LS21 休日には，ドライブに出かける .15 .18 .12 .60
LS23 休日には，海外旅行をする .23 .26 .11 .54
因子間相関 F1 F2 F3 F4
F1 - - - -
F2 .26 - - -
F3 .28 .35 - -















































































容を 0-0 -1 -1 として採点するGHQ採点法と，
0-1 -2 -3 として採点するリッカート採点法の両
方を行った。リッカート採点法による数値を用























































項目内容 F1 F2 F3 F4
第 1 因子：満足感（α= .86）
精神的に「豊かでゆとりのある」生活をしていると思う .87 ─ .17 .14 .09
今，「幸福である」と思う .81 ─ .20 .09 .10
これまでの生き方はそれなりに満足だったと思う .65 ─ .13 .16 .13
現在の自分に誇りを持っている .63 ─ .11 .27 .13
第 2 因子：ネガティブ気分（α= .88）
気分が晴れ晴れとしないことがある ─.18 .86 ─ .01 ─ .22
ゆううつな気分になることがある ─.16 .86 ─ .07 ─ .18
なんとなく不安になることがある ─.18 .68 ─ .07 ─ .18
第 3 因子：チャレンジ精神（α= .73）
たとえ不運なことに見舞われても，立ち向かっていける .11 ─ .11 .77 .24
困った状況の中でも，ねばり強く解決しようとする .11 ─ .01 .75 .04
自分の長所も短所も，客観的に評価することができる .17 ─ .02 .55 .16
好奇心（新しいことを見たり経験することが好き）がある .22 ─ .03 .36 .18
第 4 因子：気分転換（α= .87）
悩んだり気持ちが動揺することがあっても翌日はさっぱりしている .11 ─ .22 .17 .87
いやなことがあっても，気分の転換が早い .18 ─ .20 .27 .74






































は，第 2 クラスタ>第 4 クラスタ>第 5 クラス
タ>第 1 クラスタ=第 3 クラスタ，地域参加尺
度では，第 4 クラスタ>第 5 クラスタ>第 3 ク
ラスタ>第 2 クラスタ>第 1 クラスタ，健康志
向尺度では，第 4 クラスタ>第 2 クラスタ=第
3 クラスタ>第 5 クラスタ>第 1 クラスタ，余
暇志向尺度では，第 4 クラスタ>第 5 クラスタ



















































































































































エ ゴ・ レ ジ リ エ ン ス の 指 標 で あ るEgo -
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【Abstract】
This study examined the life style types of the elderly and their characteristics. Participants 
were 597 men and women aged 65 years old or above living in the metropolitan area. The 
structure of the elderly life styles were clarified by exploratory factor analysis. The factors 
were termed“taste-oriented”, “area-involved”, “health-oriented”, and“leisure-oriented”. Cluster 
analysis revealed five typical life styles of the elderly: “passive group”, “enjoyment group”, 
“conservative group”, “positive group”, and“regional activity group”. Mental health, subjective 
well-being and ego-resiliency were in poor condition for the passive group. Mental health, 
subjective well-being, and ego-resiliency were in good condition for the positive group. These 
results suggest that there are five typical life style types for the elderly, and although there 
are those who are categorized in desirable life style types, there is also a life style type that 
need positive support.
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